
木曾馬における仔馬の休息行動について

辻井弘忠・諸真人

信州大学農学部　家畜育種・繁殖学教室

Rest Behaviour of Kiso-Horse Foals

Hirotada TSUJII and Makoto MORO

Laboratory　of　Animal　Breeding　and　Reproduction，　Faculty　of　Agriculture，

　　　　　　　　　　　　　Sh玉nshu　University

　　駅est　behaviour　was　observed　continuously　for　12　hours　from　12：00　to　24＝00

at　5，10，30，60　and　90　days　after　birth　using　3　Kiso・horse　foals　reared　by　open

yard　feeding．　The　rest　in　this　paper　was　de丘ned　to　mean　a　prone　or　recumbent

posture　of　these　animals　for　short　rest　or　sleep．　During　the　observation　period，

the　foals　spent、74，0％，　on　the　average，　of　time　in　a　standing　Position　and　rema・

ining　26．0％in　a　recumbent　position（Table　1）．　The　frequency　of　rest　decreased

with　growth　but　instead　the　time　spent　in　each　rest　was　prolonged（Table　2），

The　distance　betwee且the　dams　alld　foals　also　widened　with　growth（Table　5）．．

From　approximately　30　days　of　age　when　the　foals　began　intake　Qf　graSs　the・

mselves，　the　total　rest　time　tended　to　decrease（Table　1），　alld　the　rest　interva1

（Table　2）and　the　frequency　of　defecation　tended　to　increase（Table　6），

　　　　　　　　　　　　　　　　（Jour．　Fac．　Agric．　Shinshu　Un呈v，．24：81－87，1987＞

要 約

　放牧飼育されている木曾馬の新生仔3頭を用いて，生後5，10，30，60，90日齢の休息に

ついて12時より24時まで連続12時間観察を行った。本報告における休息とは，仔馬が小休止

および睡眠のため腹臥ま準は横臥に寝転ん澤状態とし準。その結果・郷察期間中仔馬嫡平均

74・0％立位で過『し・残り2β・0％が横臥で過ごした・仔馬の！戎母ζ伴い・休息回数は減少す

るかわりに1回当りの休息時間は増加し，母馬と仔馬の距離も日齢に伴っ二（延長したρまた

仔馬が自分で採食する30日齢頃より総休息時間は減少し，休息間隔および馬糞回数．も増加す

る傾向がみられた。

1987年4月30日　受付
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緒 論

　馬は一般に立ったまま眠る。放牧下などでは日当りの良い所で背を日の当たる方に向けて

寝転ぶが，舎飼いではまれである。眠りの時間は不規則で短い。馬の休息の大半は立位で，

3本足で体をささえ，足1本を浮かした状態で休息するのが常で，睡眠は休息のある一定の

時に起こる。この休息周期は1日に数回以上存在するといわれている1・2）。

　仔馬は出産後2時間以内短時間うたたねをする。3ケ月齢位までは，1日の半分以上をこ

の休息とうたたねに費やす。その後次第に減少するといわれている3）。

　幼駒の育成技術を考えるうえで，幼駒の行動上の特質を探っていく必要がある。幼駒の行

動については，RosSDALE4），　TAYLoR5），　SCHoENら6），楠瀬ら7）の報告があるが，木曾

馬に関するものはない。そこで木曾馬の三二の行動発達を知る上で，仔馬の休息行動につい

て調べたので報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　実験に供した仔馬は岐阜県高根村日和田の名鉄木曾馬牧場で放牧飼育されている木曾馬牝

3頭とその仔馬3頭を用いた。それぞれの親仔は，進山（明け17歳5産）とその仔a（牡，

1985年7月17日生），福光（明け17歳5産）とその仔b（牝，1985年7月20日生），第一春月

（明け14歳6産）とその仔。（牡，1985年7月12日生）であった。

　これらの馬は牧草地に放牧されていたが，開放縞馬房で，6時，11時，16時の3回定刻に

給餌されていた。放牧地の採食ならびに水は自由摂取であった。

　観察は仔馬が生まれた日を第1日齢として，5，10，30，60，90日齢について12時より24

時までの連続12時間行った。観察項目は，休息回数とその時間，三三，排尿回数，親馬と仔

馬の距離およびその向きについて行った。なお，休息とは仔馬が小休止，および睡眠のため

の腹臥，または横臥の状態，すなわち小休止と睡眠を含む状態とした。10分間隔で親馬とそ

の仔馬の距離と，親馬から見た場合の仔馬の向きについて記録した。これらの観察はいずれ

も2人以上で，夜間は懐中電灯をもちいて観察および記録を行った。

　検定方法は，回帰・一元配置分散分析・t検定を用い8），P〈o．05を有意水準とした。

結 果

　仔馬の体格は既報のごとく9），3㌔頭とも順調に発育していた。観察期間内の仔馬の総休息

時間とその割合を表1に示した。平均74，0％が立位で過し，残り26．0％が休息であった。観

察期間中の総休息時間は生後30日齢まで増えたが，30日齢以降有意に減少する傾向がみられ

た（P＜0．05）ξ
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Table　3．　Frequency　and　time　of　rest　in　each　time　zone．（M±S．　E．）

Hr．

Frequency

Tilne（lni1⇒

12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00

3．7±0．3　　　5．3±2．1　　　4．3±0，7　　　　3．3±0．5　　　　5．3±1，1　　　6．0＝ヒ1．3

＜　　　　　　　　　　　　　　　　 28．0±1．6　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞

19．3±5．1　　　15．5±3，8　　　15．3±2．1　　　6。2±1．8　　　8．4ゴ＝5．8．　13．7±2，2

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78．4±4．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

Hr」

Frequellcy

Time（mi11）

18：00 19：00 20：00 21：00 22：00 23：00

6．3±1．5　　　3．3＝1＝1．1　　　5．7±0．5　　　9．0±0，8　　　6．0＝ヒ0．8　　　4．0±0。5

《　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34．2±2．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

9．7±4．8　　　14．2±1．7　　　21．5＝ヒ6．9　　　23．2±1，2　　　29，0＝ヒ1．8　　　21．4±2．4

＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　119．8±二10．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

The　day－Hght　hours（12：00－18：00）　　The　day－dark　hours（王8：00－24：00）

Table　4．　Ratio　of　sucklillg　actioll　after　rest．

Age（day）

Suckiing　Behavior

Other　Behavior

1 5 10 30 60 90

63．9　　90．0　　60，7　　65．6　　71。7　　82。3

36，1 9．1　　　39．3　　　34．4　　　28．3　　　17，7

M±：S．D．

72．5±10．8

27．5±10．8

Table　5．　Distallce　between　dams．　a耳d　foals　by　growth．　The　time　ill　which

　　　　　foals　stay　within　lm，1－10m　and　above　10m　form　dalns．

　　　Age（day）
Distance

within　lm

1－10m

above　10m

1 5 10 30 60 90．

98．7±1．0　　89．9±3．7＊　77．6±3．2＊　57．1＝ヒ5．8＊　41．1±4．0＊　46．5±5．6

1．4±0．8　　10，1＝ヒ3，7＊　21．9±2．8＊　35，6±4．9＊　39．1±8．3＊　24．7±1．6＊

0 0 0．5±0。4．　　7．3±3．2＊　　19．9±5．3＊　　28．9±8．7＊

（M±S．E，）＊：P＜0．05

　仔馬の休息回数，一回当りの休息時間，ならびに休息間隔について表2に示した。仔馬の

休息回数の最高は10日目で，a，　cが16回，　bが27回であった。休息回数は日齢と供に有意

に減少す．る傾向にあった（P〈0．OD。1回当りの休息時間で最も短い休息は10日齢のbの

8．5分頃あった。　日齢による1回当りg体属時間は，．10日齢から90日齢奪で有意に増加した

（P〈0，01）。休息間隔は，5，10，30日齢の間には有意差はなく，60日齢で休息間隔が増し

（P＜0．05），さらに90日戸で5～10日齢の約5倍の休息間隔となった（P〈0．01）。また，

120日齢ではさらに5．8時間と延び，日齢と共に休息間隔が長くなる傾向がみられた。

　各時問帯における休息回数と休息時間を表3に示した。休息回数ならびに休息時間は時間

帯による差はみられなかった。休息回数および休息時間は夜間に増加する傾向がみられた。
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Table　6．・IFrequency　of　defecation（†）and　urinaもion（††）by』foals　with　growth．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Totai
5，5　　　　　　3．7　　　　　　1，7　　　　　　1．3　　　　　　2．3　　　　　　3．0　　　　2．9±2．4

（2．0）　　　（16．7）　　　（13．3）　　　（10．3）　　　　（8．3）　　　　（7．7）　　　（10．O＝ヒ5．4）

　休息後吸乳行動をする割合を表4に示した。仔馬の休息後最初に行う行動を吸乳，吸乳と

排尿，排尿，1その他に分けてみると，吸乳が46．6％と多く，吸乳＋排尿が25．9％，その他が

23．7％，排尿が3．8％であった。つまり，吸乳行動が72，5％と一番多かった。また，これら

の行動は日齢による大きな変化はみられなかった。

　臼齢に伴う親馬と仔馬の距離について表5に示した。10分間隔で観察し，各々の全体に対

する割合を表5に示した。1m以内に1日齢で98．7％，5日齢89．9％，10日齢77．6％と，10

日幽幽まで1m以内で大半行動していたが，30日齢になると1m以内57．1％，1～10凱以内

35．6％，101n以上7．3％と少し親馬との距離が生じ，60日齢では1m以内41．1％というよう

に仔馬が1m以内に位置するのが1日齢から60日齢まで有意に減少した（P＜0．65）。これら

のことから伽藍に伴って仔馬の行動範囲が広がっていく傾向がみられた。

　10分間隔で親馬からみた仔馬の方向を，前向き，後向き，右向き，左向きに分類してその

割合を出したところ，親馬と同じ方向を向いた（並列）ものが最も多く46．5％，向かいあっ

たもの25．6％で両者間に差がみられた（P〈0，01）。また，右向き12．6％，左向き15，3％と左

右には差がみられなかった。

　日当に伴う仔馬の排砂・排尿回数を表6に示した。12時間観察期間中の仔馬の排糞回数は，

平均2．9，排尿回数は10，0回で，いずれも日齢による統計的な差はみられなかった。

考 察

　仔馬aの30日齢における休息行動を連続24時間観察を行った。その結果，正午から午前0

時まで乙午前0時か1ら正午までの各12時間に分けてみると，休息回数は16回と17回，休息

時間は325．2分と355，4分，親馬と仔馬の距離が1m以内71．2％と79．5％，トhn以上10m以’内

が1718％と2610％，4Qm以上が217％と2．7％，排尿回数12回と10回と有志差はみられなかっ

た。そこで本実験では，比較的観察の容易な時間帯である正午より午前0時まで行った。’・

　休息回数は日齢に伴い減少し，1回当たりの休息時間は日齢に伴い増加した。休息回数が

5日齢かち10日齢で増加したのは，5日齢の時仔馬が休息しようとしても，まだ関節が充分

発達していないためか容易に座りこむこともできず途中でやめてしまう例が多かったからで
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ある。このために4回当たりの休息時間は5日齢から10日齢で減少したと思われた。

　休息総時間は30日齢まで増加し60日齢で急に減少した。また休息間隔は30日齢まで増加し

60日齢で急激に増加を示した。これは30日齢頃より仔馬はわずかながら採食を行うようにな

り，60日齢では親と変わらぬ採食を行うようになったためと思われるρこφことから休息間

隔と休息時間は採食と密接に関係があると思われた。　　　　　　　　　；

　SwANSoNら10）は仔牛の行動について調べ，その中で仔牛の横臥時間は長く14～15時間

であると報告している。このことからも仔馬の方が休息時間が短いといえる。

　楠瀬ら7）は，サラブレット種の仔馬を用い放牧地において仔馬の姿勢を鱗察した・それに

よると腹臥，．横臥であった時間比は，9週齢以降5％以下であり，厩舎内においては3～15

週齢の間50％であったと報告している。‘本実験では60日齢31．9％，90日齢では13，4％であり，

木曾馬め仔φ方がサラブレ：ッ下の仔馬より腹臥職よび横臥㊧割合にかなり．高か2た。一．

　舎飼いにおける成馬の休息について，STE互NHART11）は1日のうち11．5％横たわった休息

で・・鶴4：、q％腹臥7・5％晦・た・．ま＃・R…EBu・cH12）ウ審・β・2％・抑2塒間周脚横

セ『なった休息がみられ牟と報告している・さらにKEIPER　and・KEEN春NI3）は・、野生のず

モ「において，夏の夜間飴．5％が立位の休息で，16．5％が横臥になった休息であったと報告

している。

　本実験では親馬り横臥は仔馬が生まれる前日『数回観察されたが，仔馬が閉まれてからはわ

ずかに1回だけであり，大部分が外部環境の変化に対して直ちに反応する浅い睡眠状態であ

ρ衝このことからも・吸糊の母馬の綿は吸乳期以外の時間裸なってし・るも嘩恥

れる。

、各時間帯における休息回黎，および休息時間は・・45時から17時で侭かつブヒ・～；れは！6時に

山斗が行われるため，その影響が出たものと思われた。、また，明期三期における休息時間で，

ATKESρN．ら14）は仔牛の行動について調査し，．休息時閲は夜が多く，1日の横臥時間の約60

％を占めると報告している。本実験の仔馬g）休息時間は学期で60％であった。

「’ x息後の行動は，吸乳が大部分であり，次いで排尿，あるいは排尿および吸乳であったp

仔馬の休息中止の動機は，空腹または尿意であると思われた。

　親思と仔馬の距離については，楠瀬ら7）は6組のサラブレ．ッ、ド種り親仔を用いで放牧地に

おける母仔間距離を計測．し，仔騰の成長とともに延長する傾向がみられ，9四22週齢Q間で

比較的安定しており，この間に個体差が最も大きいと報告している。本実験においても，同

様な結果が得られ，仔馬の成長ととも’に母仔間距離は延長した。また生まれて間もない頃，

仔馬の姿が見えなくなると親馬がいななき，仔馬を捜し，仔馬はその声に反応していななき

ながら近づいてくるαあるし．｝は仔馬が親馬の姿を見失うと逆の行動を示すことが多々御察さ

れた。日齢に伴いこの行勃は減少する傾向があったが，．仔馬が親旧から離れ乳を欲しがっ旗

場合も，同様の行動が観察された。

　二二回数，排尿回数については，DUK：ES15）は健康な二巴の1日の排糞回数は5～12回，

排尿回数は7～11回であると報告し，辻井ち16）は木曾馬においても同様であると報告してい

る。本実験の仔馬．の排糞回数は30日置まで個体により差があり，親馬と同様の採食が行われ

る60日齢より増加し，90日齢には出馬での報告とほぼ同様となった。「「また排尿回数は∴：B齢

により、減少しているが，60日齢90日齢では成馬よりもまだ多めであ・？た。このよ励こ仔馬は
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60日ないし90日齢でほぼ成馬に近い行動になることが推察された。
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